
202６年4月21日（更新版）

静岡市長 難波 喬司

第１編

静岡市の現実と市政変革の必要性

静岡市政の変革

－明るい未来を共に創っていくために－
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変化の内容 投資効果

基調：このまちに住む人々の明るい未来を築きたいという人の心

人の心が動いたことにより
「社会全体の力」が動くという大きな変化、

それによる効果

関連した投資やまちづくりによる効果

交通渋滞の緩和

利便性向上など
直接・間接効果

ハード（施設）
整備

投資関係者の心が動く
（関連した投資が動く。まちづくりが進む）

↑

まち全体の人の心が動く
（自分も参加して地域をよくしよう）

↑

ハード整備の内容（金額ではなく魅力の度合い）によって
人の心の動き方が変わる

このまちは変わりそうだな
↑

↑

↑
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・ いつもそこにある風景なので気づきにくいが、なぜか、建物の色やその配色が整っている。
物流施設、公共の建物、マンション、ドリームプラザ、これらはみんな所有者が異なる。
それなのに色そのものと配色に統一感がある。当然、これは偶然ではない。

・ 1991年に官民で構成する「清水港・みなと色彩計画策定委員会」が計画を策定した。その
後、法的な強制力・義務がないにもかかわらず、港に関わる人たちが、美しい景観づくりの
ためにと思い、少しお金はかかっても統一的な色彩景観づくりに協力してきた。

・ 美しい景観は長年の積み重ねの賜物。まさに「共創のみなとまちづくり」のお手本。
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「清水港みなと色彩計画」の取り組みで、なぜ、
強制力のない計画の実現に人々が協力している
のだろうか。

最初は「富士山と調和した美しいみなとになっ
たらいいな！」から始まったのではないだろうか。
そして、誰かが「目指す姿を描き、共通の目標と
して提案」。共鳴共感の和がだんだんと拡がり、
行動する人の輪が拡がり、協働・共働となった。
そして、美しい景観が「共創」された。

清水港では、このように、地域の人々の明るい未来のため、将来のあるべき姿、実現し
たい姿をデザインし、それを実現するために、多くの人、多様な主体が参加して、社会課
題の解決や新たな価値をつくる「共創のみなとまちづくり」が行われている。これを支えた
のが、「人々の港を愛する心」と、「共創がうまく進む社会システムやプラットフォーム」で
ある「清水港みなと色彩計画推進協議会」。
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構造

リーダー
シップ

計画と
戦略

システム 人
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(人) (世帯) (％) (％)

1 横 浜 市 3 771 766 1 福 岡 市   0.737 1 川 崎 市 △  0.150 1 大 阪 市   1.16 1 福 岡 市   0.76

2 大 阪 市 2 770 520 2 川 崎 市   0.736 2 福 岡 市 △  0.17 2 福 岡 市   0.93 2 大 阪 市   0.59

3 名 古 屋 市 2 326 683 3 熊 本 市   0.731 3 さいた ま市 △  0.29 3 千 葉 市   0.73 3 さいた ま市   0.42

4 札 幌 市 1 969 912 4 さいたま市   0.715 4 熊 本 市 △  0.38 4 さいたま市   0.71 4 川 崎 市   0.336

5 福 岡 市 1 642 571 5 名 古 屋 市   0.705 5 広 島 市 △  0.40 5 札 幌 市   0.55 5 千 葉 市   0.19

6 川 崎 市 1 545 604 6 岡 山 市   0.698 6 仙 台 市 △  0.41 6 名 古 屋 市   0.52 6 名 古 屋 市   0.10

7 神 戸 市 1 499 887 7 大 阪 市   0.676 7 名 古 屋 市 △  0.42 7 川 崎 市   0.490 7 熊 本 市   0.03

8 京 都 市 1 443 486 8 広 島 市   0.674 8 横 浜 市 △  0.44 8 横 浜 市   0.43 8 横 浜 市 △  0.01

9 さいた ま市 1 344 850 9 堺 市   0.641 8 岡 山 市 △  0.44 9 熊 本 市   0.41 9 仙 台 市 △  0.10

10 広 島 市 1 185 498 10 北 九 州 市   0.611 10 千 葉 市 △  0.54 10 相 模 原 市   0.37 10 札 幌 市 △  0.13

11 仙 台 市 1 097 814 11 浜 松 市   0.610 11 相 模 原 市 △  0.55 11 仙 台 市   0.31 11 相 模 原 市 △  0.17

12 千 葉 市  979 532 12 仙 台 市   0.609 12 大 阪 市 △  0.57 12 京 都 市   0.26 12 京 都 市 △  0.39

13 北 九 州 市  916 241 12 横 浜 市   0.609 13 堺 市 △  0.62 13 浜 松 市   0.16 13 岡 山 市 △  0.47

14 堺 市  812 027 14 千 葉 市   0.588 14 浜 松 市 △  0.63 14 堺 市   0.08 14 浜 松 市 △  0.48

15 浜 松 市  779 780 14 神 戸 市   0.588 15 京 都 市 △  0.65 15 新 潟 市 △  0.02 15 広 島 市 △  0.50

16 新 潟 市  772 388 16 新 潟 市   0.577 16 神 戸 市 △  0.66 16 岡 山 市 △  0.03 16 堺 市 △  0.54

17 熊 本 市  738 020 17 相 模 原 市   0.552 17 札 幌 市 △  0.68 17 静 岡 市 △  0.04 17 神 戸 市 △  0.69

18 相 模 原 市  725 087 18 静 岡 市   0.547 18 新 潟 市 △  0.80 17 神 戸 市 △  0.04 18 新 潟 市 △  0.82

19 岡 山 市  715 740 18 京 都 市   0.547 19 北 九 州 市 △  0.83 19 北 九 州 市 △  0.05 19 静 岡 市 △  0.89

20 静 岡 市  677 286 20 札 幌 市   0.531 20 静 岡 市 △  0.84 20 広 島 市 △  0.10 20 北 九 州 市 △  0.89

人口増加比率

令和5年人口増加数÷人口（令和
5年10月１日現在）×100令和5年10月1日現在

令和5年出生数÷人口（令和5年
10月１日現在）×100

令和5年自然増加数（出生数-死
亡数）÷人口（令和5年10月1日
現在）×100

令和5年社会増加数÷人口（令和
5年10月１日現在）×100

(％)

人 口 出 生 率 自然増加比率 社会増加比率



48.9 13.8 67.1 31.8 47.9

48.8 13.6 64.5 30.7 47.2

48.3 13.4 63.6 29.9 47.1

48.0 13.2 63.5 29.2 47.0

47.7 13.0 63.4 28.9 46.8

47.4 13.0 63.0 28.3 46.5

47.4 12.7 62.3 28.3 46.2

47.4 12.7 61.9 27.9 46.0

46.9 12.4 61.2 26.9 45.9

46.7 12.2 61.0 26.6 45.8

46.4 12.2 60.7 26.4 45.8

46.4 12.0 60.6 26.3 45.7

46.1 11.9 60.4 25.8 45.7

46.1 11.9 59.7 25.5 45.6

46.0 11.8 58.8 25.4 45.3

45.9 11.7 58.7 25.0 45.0

45.4 11.4 58.5 24.3 45.0

45.1 11.1 58.3 23.6 44.9

43.9 11.0 57.9 22.1 44.8

43.7 11.0 56.0 20.2 43.7



ピーク ２０位：７０万人以下１１位

１２位※東京23区を含めると
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浜松医科大学静岡大学

2,145人

静岡文化芸術
大学

県立農林環境
専門職大学

静岡県立大学

959人

静岡産業大学静岡英和学院
大学

日本大学東都大学順天堂大学

聖隷クリスト
ファー大学

静岡理工科大
学

常葉大学東海大学静岡福祉大学

5,321人浜松学院大学



東海大学静岡英和学院
大学

常葉大学静岡県立大学静岡大学

530人210人1,270人615人1,195人
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1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

1.7

1.8

1998～2002年 平均 2003～2007年 平均 2008～2012年 平均 2013～2017年 平均

出典：人口動態保健所・市区町村別統計

※ 当該期間中の国勢調査年における10月１日現在の日本人女子人口（国籍・年齢不詳を案分した後の人口）を用いて算出

※ 1998～2002年平均の静岡市及び浜松市は、合併前の旧静岡市、旧浜松市の数値
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rank

1 福岡市 7.1%

2 特別区部 6.9%

3 熊本市 6.4%

4 札幌市 6.3%

5 大阪市 6.3%

6 横浜市 5.9%

7 川崎市 5.8%

8 仙台市 5.8%

9 岡山市 5.5%

10 名古屋市 5.5%

11 さいたま市 5.3%

12 広島市 5.1%

13 千葉市 5.0%

14 京都市 4.9%

15 堺市 4.8%

16 神戸市 4.7%

17 北九州市 4.6%

18 静岡市 4.5%

19 相模原市 4.4%

20 浜松市 4.1%

21 新潟市 3.8%

2016年～2021年





Ⓒt.nanba



Ⓒt.nanba



•

•

•

Ⓒt.nanba









Ⓒt.nanba



Ⓒt.nanba







Ⓒt.nanba



Ⓒt.nanba



Ⓒt.nanba

















都市計画区域
（都市計画法の適用を受ける区域） （イメージ図）



2025年３月31日現在

面積（ha）種別
141,193行政区域
23,490都市計画区域
10,537市街化区域
12,953市街化調整区域

箇所 決定年月日 地区
編入面積

(ha)

累計面積

(ha)

当初線引き 1970/7/1 ― ― 9,410

① 1978/4/21
瀬名、北、牧ケ谷、鳥坂、庵原、

興津及び清水港埋立事業
440 9,850

② 1990/2/23 鶴舞工業団地 22 9,872

③ 1992/7/28 下川原 21 9,893

④ 1994/10/28 清水港埋立事業 3 9,896

⑤ 2003/3/28 三保羽衣土地区画整理事業 21 9,917

⑥ 2004/4/30 清水港埋立事業 19 9,936

⑦ 2006/2/10 旧蒲原町 376 10,312

⑧ 2007/10/19 清水港埋立事業 4 10,316

⑨ 2008/10/24 旧由比町 137 10,453

⑩ 2010/12/28 松富上組 1 10,454

⑪ 2016/5/20 中島及び清水港埋立事業 31 10,485

⑫ 2017/11/28 恩田原・片山土地区画整理事業 40 10,525

⑬ 2020/8/3 清水港埋立事業 7 10,532

⑭ 2022/4/15 宮川・水上土地区画整理事業 56 10,588

― ー 縁辺部の災害危険区域等の逆線引き -51 10,537

10,537       2025年３月31日現在
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静岡市の状況
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R7.5.1～公募 → 活用決定
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変化の内容 投資効果（経済社会効果）

基調：このまちに住む人々の明るい未来を築きたいという人の心

人の心が動いたことにより
「社会全体の力」が動くという大きな変化、

それによる経済社会効果

関連した投資やまちづくりによる経済効果

アリーナの運営による
経済効果

アリーナ整備

投資関係者の心が動く
（関連した投資が動く。まちづくりが進む）

↑

まち全体の人の心が動く
（自分も参加して地域をよくしよう）

↑

このまちは変わりそうだな
↑

↑

↑
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